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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、DNA複製開始に必須のタンパク質であるサッカロミセス・セレビシエ（Saccharomyces cerevisiae）のCdc6と高い相同性を示す。このタンパク質はDNA複製の初期段階において調節因子として機能する。細胞周期G1期には細胞核に局在するが、S期開始時には細胞質へ移行する。細胞周期中のこのタンパク質の細胞内移行は、Cdkによるリン酸化を介して制御される。このタンパク質の転写は、E2Fタンパク質を介した転写制御機構を介して、分裂促進シグナルに応答して制御されることが報告されている。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：DNA複製開始に関与。また、有糸分裂が開始される前に DNA 複製が完了することを保証するチェックポイント制御にも関与します。,類似性:CDC6/cdc18 ファミリーに属します。,細胞内局在:このタンパク質は G1 期細胞では核内に、S 期細胞では細胞質内にあります。,サブユニット:PCNA、ORC1L、サイクリン CDK、HUWE1 と相互作用します。,
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	CDC6抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CDH9 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

